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研究トピック�

　特徴のある家畜を効率よく生み出すためには、改
良したい形質に関係する遺伝子がどこにあり、どの
ように働いているかを調べることが重要です。体重
などの経済形質は量的形質と呼ばれ、多数の遺伝子
座（QTL）が関与しています。このQTLをみつけるた
めに有用なマイクロサテライトマーカー（マーカー）
が、近年、ニワトリでも数多く開発されてきており、
QTL候補を探す試みが進められています。�
　畜産草地研究所では白色レグホン種とロードアイ
ランドレッド種との交雑種について、体重、卵重、
卵の短径と関係するQTL候補を見いだしました。�
　このようにして検出されたQTLの位置の情報は、
その近傍のマーカーを選抜を行うときの情報の一つ
とすることで、世代間隔の短縮による選抜の効率化

や、新しい形質の付加などのために利用できます。
また、QTLは遺伝子の在る場所の情報であり、遺伝
子そのものではありませんが、経済形質を支配して
いる遺伝子を見いだすときの情報としても有用です。�
　QTLを見つけるためには、解析する集団内に数多
くの異なるマーカー型を持つ個体がいることが必要
です。そのため、QTL解析には、遺伝的に離れた品
種を交配した集団を用いるのが一般的です。しかし、
実際の改良は品種内で行われることが多いことから、
マーカー多型が少なく、QTLの発見が難しい、とい
う問題があります。品種内での選抜に利用するため
のQTLの検出を、今後さらに進めていきたいと考え
ています。�
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図２　白色レグホン種雄とロードアイランドレッド種雌を�
　　　交配して作り出した交雑種（F2）�
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図１　QTL解析におけるLOD曲線　　�
　　　LODスコアーが３を超えたピー�
　　　ク付近に量的形質と関連するQTL�
　　の１つがあると考えられる。�




